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1. 関連マニュアル 
 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項を

含め、内容を確認のうえ、使用してください。 
本資料に関連するオムロン株式会社（以下、オムロン）のマニュアルは以下のとおりです。 
 

メーカ Man.No. 形式 マニュアル名称 
オムロン SBCA-349 形 CJ2M-CPU□□ 

形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

オムロン SBCA-350 形 CJ2M-CPU□□ 
形 CJ2H-CPU6□ 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

オムロン SBCD-329 形 CJ1W-ETN21 CJ シリーズ  
Ethernet ユニットユーザーズマニュアル 
基本ネットワーク構築編 

オムロン SBCD-330 形 CJ1W-ETN21 CJ シリーズ  
Ethernet ユニットユーザーズマニュアル  
アプリケーション構築編 

オムロン SBCA-337 － CX-Programmer オペレーションマニュアル 
オムロン 0969584-7 形 W4S1-05□ 

形 W4S1-03B 
産業用スイッチングハブ W4S1 シリーズ  
ユーザーズマニュアル 

オムロン SDNC-707 FQ2-S/CH シリーズ スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ ユーザ

ーズマニュアル 
オムロン SDNC-708 FQ2-S/CH シリーズ スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ  

ユーザーズマニュアル 通信設定編 
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2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 
IP アドレス Ethernet では、IP アドレスを使用して通信を行います。 

IP アドレス（インターネットプロトコルアドレス）は、Ethernet 上のノ

ード（ホストコンピュータ、Ethernet ユニットなど）を識別するための

アドレスです。 
IP アドレスは、重複しないように設定や管理を行う必要があります。 

PLC リンク 「PLC リンク機能」は、命令エリア、応答エリア、データ出力エリアの

3 つのリンクエリアを使用して通信を行う機能のことで、PLC は割り当

てられた I/O メモリエリアの読み書きだけでセンサ側との通信制御が行

えるようになります。 
そのため PLC 側のラダープログラム作成の負担を軽減することができ

ます。 
keep-alive 機能 TCP/IP のソケットサービスにおいて相手ノード（サーバまたはクライア

ント）との間で、設定した時間以上に通信しない状態が継続すると、

keep-alive の通信フレームを使用して相手ノードとの接続状態を確認し

ます。 
応答がなければ、一定間隔で確認を実施し、すべての確認に応答がなけ

れば、コネクションを切断します。 
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3. 注意事項 
 
(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意

事項を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2014 年 12 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・

中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりする恐

れがあります。 
 

 使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 
 

 参考 
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
  

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な指示」を表します。 
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4. 概要 
 
本資料は、オムロン製スマートカメラ（FQ2-S/CH シリーズ）を、プログラマブルコントロ

ーラ CJ シリーズ＋Ethernet ユニット（以下、PLC）と、Ethernet で接続する手順とその確認

方法をまとめたものです。 
「6.Ethernet 通信の設定内容」と「7.Ethernet 通信の接続手順」で記載している設定内容およ

び設定手順のポイントを理解することにより、Ethernet で PLC リンクを動作させることがで

きます。 
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5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 
接続の対象となる機器は以下のとおりです。 
 

メーカ 名称 形式 
オムロン Ethernet ユニット 形 CJ1W-ETN21 
オムロン CJ2 CPU ユニット 形 CJ2□-CPU□□ 
オムロン スマートカメラ 

FQ2-S/CH シリーズ 
形 FQ2-S1□□□□□ 
形 FQ2-S2□□□□□ 
形 FQ2-S3□□□□□-08 
形 FQ2-S3□□□□□-08M 
形 FQ2-S3□-13 
形 FQ2-S3□-13M 
形 FQ2-S4□□□□□ 
形 FQ2-S4□□□□□-M 
形 FQ2-S4□□□□□-08 
形 FQ2-S4□□□□□-08M 
形 FQ2-S4□-13 
形 FQ2-S4□-13M 
形 FQ2-CH10□□□□-M 
形 FQ2-CH15□□□□-M 

 

 使用上の注意 

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 

 

 
参考 
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、オムロンまでお問い合わせください。 
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5.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メーカ 名称 形式 バージョン 

オムロン Ethernet ユニット 形 CJ1W-ETN21 Ver.1.5 
オムロン CPU ユニット 形 CJ2M-CPU12 Ver.2.0 
オムロン 電源ユニット 形 CJ1W-PA202  
オムロン スイッチングハブ 形 W4S1-05C Ver.1.00 
－ DC24V 電源 

（スイッチングハブ用） 
－  

オムロン CX-One 形 CXONE-AL□□C-V4 
/AL□□D-V4 

Ver.4.□□ 

オムロン CX-Programmer （CX-One に同梱） Ver.9.52 
－ パソコン(OS：Windows 7) －  
－ USB ケーブル 

（USB2.0 準拠 B コネクタ） 
－  

－ LAN ケーブル（Ethernet カテゴリ 5 
以上の STP（シールドツイストペア）

ケーブル） 

－  

オムロン スマートカメラ 形 FQ2-S30-13M Ver.1.70 

オムロン カメラレンズ 形 3Z4S-LE SV□□□□□ 
／形 FZ-LEH□□□ 

 

オムロン 入出力ケーブル 形 FQ-WD□□□  
オムロン 専用イーサネットケーブル 形 FQ-WN□□□  
－ DC24V 電源（スマートカメラ用） －  
オムロン タッチファインダ（DC/AC/バッテリ

共用タイプ） 
形 FQ2-D31 Ver.1.91 

オムロン AC アダプタ（タッチファインダ用） 形 FQ-AC1  
 

 使用上の注意 

CX-Programmer は、本項記載のバージョン以降に、オートアップデートしてください。 
なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)を参照して、

手順と同等の処理を行ってください。 

 
  

USB ケーブル 

パソコン（CX-One、
インストール済み、 
OS：Windows 7） 

DC24V 電源 

LAN 
ケーブル 

形 W4S1-05C 

形 FQ2-S30-13M 

形 FQ-WD
□□□ 形 FQ-WN□□□ 

形 FQ2-D31 
形 FQ-AC1 

DC24V 電源 

LAN ケーブル 

形 CJ2M-CPU12 
形 CJ1W-ETN21 
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 参考 
DC24V 電源（スイッチングハブ用）に使用可能な電源仕様は、「産業用スイッチングハブ 
W4S1 シリーズ ユーザーズマニュアル」(0969584-7)を参照してください。 

 

 参考 
DC24V 電源（スマートカメラ用）に使用可能な電源仕様は、「スマートカメラ FQ2-S/CH シ

リーズ ユーザーズマニュアル」(SDNC-707)を参照してください。 

 

 参考 
本資料では PLC との接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールについては、

「CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編」(SBCA-349)の
「付-5 USB ドライバのインストール」を参照してください。 
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6. Ethernet 通信の設定内容 
 
本資料で設定するパラメータおよび PLC リンクの割り付けの仕様を示します。 
 

6.1. パラメータ 
本資料で設定するパラメータを以下に示します。 
 

6.1.1. Ethernet 通信設定 
PLC とスマートカメラを Ethernet で接続するためのパラメータは、以下になります。 
 

設定項目 PLC スマートカメラ 
ユニット番号 0 － 
IP 設定方法 － 固定 
IP アドレス 192.168.250.1 192.168.250.2 
サブネットマスク 255.255.255.0 255.255.255.0（初期値） 
ゲートウェイ ---.---.---.--- 10.5.5.1（初期値：任意） 
FINS/TCP ポート 9877（ユーザ定義） 9877（固定） 
FINS/TCP サーバ／ 
クライアント 

クライアント － 

接続先 IP アドレス 192.168.250.2 － 
keep-alive 有効 － 
リンクデータ出力先 
設定 通信方式 

－ PLC リンク 
(SYSMAC CS/CJ/CP/One) 

命令エリア － CIO 0（初期値） 
応答エリア － CIO 100（初期値） 
データ出力エリア － CIO 200（初期値） 
出力データ数上限 － 256（初期値） 
※本資料では、同一セグメント内の接続のため、ゲートウェイの設定は不要です。 
 スマートカメラのゲートウェイ設定は空欄以外の任意の値を設定します。 
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6.1.2. タッチファインダの通信設定 
スマートカメラのパラメータ設定および動作確認は、タッチファインダとスマートカメラ間

の Ethernet 通信より行います。 
タッチファインダとスマートカメラを Ethernet 通信で接続するためのパラメータは、以下に

なります。 
 

設定項目 パラメータ設定時 動作確認時 

自動設定 OFF（初期値） OFF（初期値） 

IP アドレス 10.5.5.150 192.168.250.150 

サブネットマスク 255.255.255.0（初期値） 255.255.255.0（初期値） 

ゲートウェイ 10.5.5.1（初期値：任意） 10.5.5.1（初期値：任意） 

センサ自動接続設定 ON OFF 

表示画面 調整 運転 

※本資料では、同一セグメント内の接続のため、ゲートウェイの設定は不要です。 
 タッチファインダのゲートウェイ設定は空欄以外の任意の値を設定します。 
 
 

6.2. PLC リンクの割り付け 
スマートカメラの PLC リンクの割り付けは、以下になります。 
 
■命令エリア（PLC→スマートカメラ）：4 バイト＋コマンドパラメータのバイト数 

アドレス 
ビット 

説明 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

0ch 
ERR

CLR 
- - - - - - - - - - - - - - EXE 状態信号 

（32ビット） 
1ch - - - - - - - - - - - - - - - DSA 

2ch 
コマンドコード (CMD-CODE) コマンドコード 

（32ビット） 3ch 

4ch 

コマンドパラメータ (CMD-PARAM) 
パラメータ 

（コマンドコードに

よる） 
～ 

 
■応答エリア（PLC←スマートカメラ）：6 バイト＋レスポンスデータのバイト数 

アドレス 
ビット 

説明 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

100ch ERR - - - - - - - - - - - - 
REA

DY 
BUSY FLG 状態信号 

（32ビット） 
101ch - - - - - - - - - - - - - - - GATE 

102ch 
コマンドコード (CMD-CODE) コマンドコード 

（32ビット） 103ch 

104ch 
レスポンスコード (RES-CODE) レスポンスコード 

（32ビット） 105ch 

106ch 
レスポンスデータ (RES-DATA) レスポンスデータ 

（32ビット） ～ 
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■データ出力エリア（PLC←スマートカメラ）：32 バイト～1024 バイト 

アドレス 
ビット 

説明 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

200ch 
出力データ 0 (DATA0) 

出力データ 0 

（32ビット） 

～ 

出力データ 255 

（32ビット） 

 

（※参照） 

201ch 

202ch 
出力データ 1 (DATA1) 

203ch 

204ch 
出力データ 2 (DATA2) 

205ch 

206ch 
出力データ 3 (DATA3) 

207ch 

208ch 
出力データ 4 (DATA4) 

209ch 

210ch 
出力データ 5 (DATA5) 

211ch 

212ch 
出力データ 6 (DATA6) 

213ch 

214ch 
出力データ 7 (DATA7) 

215ch 

～ ： 
326ch 

出力データ 63 (DATA63) 
327ch 

～ ： 
712ch 

出力データ 255 (DATA255) 
713ch 

 
※出力データサイズは「データ出力方式」―「データ出力領域サイズ」の設定により、 
 出力できるデータの範囲が以下のとおりになります。 

 データ出力領域サイズ 相手機器データ 
200ch～215ch 32 バイト（最小値） 出力データ 0～7 
200ch～327ch 256 バイト（初期値） 出力データ 0～63 
200ch～713ch 1024 バイト（最大値） 出力データ 0～255 

 

 参考 
コマンドコードやレスポンスコードの詳細は、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ ユー

ザーズマニュアル 通信設定編」(SDNC-708)の「第 5 章 付録」の「5-1 コマンド制御」を

参照してください。 
 

 参考 

出力データの項目を設定する方法は、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ ユーザーズマ

ニュアル 通信設定編」(SDNC-708)の「第 3 章 イーサネットで制御／出力する」の「3-2 PLC
リンクで制御／出力する」―「計測後に自動出力するデータの設定」を参照してください。 
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7. Ethernet 通信の接続手順 
 
本章では、スマートカメラと PLC を Ethernet で接続するための手順について記載します。 
本資料では、PLC およびスマートカメラが工場出荷時の初期設定状態であることを前提とし

て説明します。機器の初期化については「8.初期化方法」を参照してください。 
 

7.1. 作業の流れ 
Ethernet の PLC リンクを動作させるための手順は以下のとおりです。 
 

7.2.スマートカメラの設定  スマートカメラの設定を行います。 
▼   

 7.2.1.パラメータ設定  スマートカメラのパラメータを設定します。 
▼   

 7.2.2.タッチファインダの設定  タッチファインダの IP アドレスを設定します。 
▽   

7.3.PLC の設定  PLC の設定を行います。 
▼   

 7.3.1.ハード設定  Ethernet ユニットのハードスイッチを設定し、ケー

ブルの配線を行います。 
▼   

 7.3.2.CX-Programmer の起動と PLC オ

ンライン接続 
 CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接続

します。 
▼   

 7.3.3.I/O テーブルの作成  PLC の I/O テーブルを作成します。 
▼   

 7.3.3.パラメータ設定  Ethernet ユニットのパラメータを設定します。 
▽   

7.4.Ethernet 通信の確認  Ethernet の PLC リンクが正しく実行されているこ

とを確認します。 
▼   

 7.4.1.接続状態の確認  Ethernet の接続状態を確認し、タッチファインダを

スマートカメラの運転画面へ切り替えます。 
▼   

 7.4.2.データ送受信の確認  正しいデータが送受信されていることを確認しま

す。 
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7.2. スマートカメラの設定 
スマートカメラの設定を行います。 
 

 使用上の注意 

「7.2.2.タッチファインダの設定」は「7.2.1.パラメータ設定」を完了してから実施してくだ

さい。 
「7.2.1.パラメータ設定」からやり直す場合は、スマートカメラおよびタッチファインダを

工場出荷時の初期設定状態に戻してください。各機器の初期化については「8.初期化方法」

を参照してください。 

 
7.2.1. パラメータ設定 

スマートカメラのパラメータを設定します。 
 

1 スマートカメラにカメラレンズ

を取り付けます。 
 
 
スマートカメラのコネクタの位

置を、右図をもとに確認します。 

 
 
イーサネットケーブル用コネクタ 
 
入出力ケーブル用コネクタ 
 
 

2 スマートカメラの［イーサネッ

トケーブル用コネクタ］に、専

用イーサネットケーブルを接続

し、スイッチングハブとつなぎ

ます。 
［入出力ケーブル用コネクタ］

に、入出力ケーブルを接続し、

DC24V電源（スマートセンサ用）

とつなぎます。 
 
※本資料では、入出力ケーブル

の電源線のみを接続して確認

しています。他の線を短絡し

ないように注意ください。 
 
※入出力ケーブルの配線の詳細

は、「スマートカメラ 
FQ2-S/CH シリーズ ユーザー

ズマニュアル」(SDNC-707)の
「第 2 章 設置と接続」の「2-4 
配線」を参照してください。 

 
専用イーサネットケーブル 
 
 
 
    スイッチングハブ 

   入出力ケーブル 
 
                    DC24V 電源 
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3 タッチファインダのコネクタの

位置を、右図をもとに確認しま

す。 

 
 イーサネットポート 
 
 
 
 
 
   AC 電源コネクタ 

4 タッチファインダの［イーサネ

ットポート］に LAN ケーブルを

接続し、スイッチングハブとつ

なぎます。 
［AC 電源コネクタ］に AC アダ

プタ（タッチファインダ用）を

接続します。 
スイッチングハブに、DC24V 電

源（スイッチングハブ用）を接

続します。 

     LAN ケーブル 

 

  AC アダプタ 
                DC24V 電源 

5 スマートカメラとスイッチング

ハブの電源を投入します。 
タッチファインダの電源スイッ

チを ON にします。 
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6 初回起動時は、言語選択の画面

が表示されます。 
言語設定している場合は、手順 7
に進みます。 
［日本語］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
右の図の画面が表示されますの

で、内容を確認し、[Yes]をタッ

チします。 

 
 

 

7 タッチファインダの起動画面が

表示されます。 
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8 ［調整］画面が表示されない場合、スマートカメラとタッチファインダ間の通信が確立して

いませんので、以下の①～⑦の手順を行います。 
［調整］画面が表示される場合は、手順 9 に進みます。 
※以下の手順で、手順 9 の画面が表示されない場合は、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリー

ズ ユーザーズマニュアル」(SDNC-707)の「第 8 章 トラブルシューティング」を参照して

ください。 

 ①［センサリスト］画面が表示されますので、

[OK]をタッチします。 

 
 
②［センサリスト］画面が表示されます。 
 ［ ］をタッチします。 

 
 
③［タッチファインダ設定］画面が表示され

ますので、画面をスクロールし、［センサ

自動接続設定］をタッチします。 

 

④［センサ自動接続設定］画面が表示されま

すので、[ON]をタッチします。 

 
 
⑤［タッチファインダ設定］画面（③の画面）

に戻りますので、［完了］をタッチします。 
 
⑥［タッチファインダ設定保存］画面が表示

されますので、［はい］をタッチします。 

 
 
⑦［センサリスト］画面に、接続しているス

マートカメラが表示されますので、[OK]を
タッチします。 
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9 スマートカメラとタッチファイ

ンダ間の通信が確立すると、［調

整］画面が表示されます。 

［ ］をタッチします。 

 

10 ポップアップメニューが表示さ

れますので、［センサ設定］をタ

ッチします。 

 

11 ［センサ設定］画面が表示され

ます。 
［ネットワーク設定］をタッチ

します。 

 

12 ［ネットワーク設定］画面が表

示されます。 
［イーサネット］をタッチしま

す。 
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13 ［イーサネット］画面が表示さ

れます。 
［IP 設定方法］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［IP 設定方法］画面で［固定］

をタッチします。 

 
 

 

14 ［イーサネット］画面に戻りま

す。 
［IP 設定方法］が［固定］にな

っていることを確認します。 
［IP アドレス］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
［IP アドレス］画面が表示され

ます。 
第一オクテットをタッチしま

す。 
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15 数字パッドが表示されます。 
数字パッドをタッチして、第一

オクテットの「192」を入力しま

す。 
入力後、[OK]をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
同様の手順で、IP アドレス

「192.168.250.2」をすべて設定

します。 
[OK]をタッチします。 

 
 

 

16 設定が以下のようになっている

ことを確認し、[OK]をタッチし

ます。 
IP アドレス：192.168.250.2 
サブネットマスク：

255.255.255.0 
 
 
 
 
 
右の図の画面が表示されますの

で、内容を確認し、[OK]をタッ

チします。 
 
 
手順 12 と同じ［ネットワーク設

定］画面が表示されますので、

［完了］をタッチします。 
手順 11 と同じ［センサ設定］画

面に戻ります。 

 
 

 
 

 

 

 

 



7．Ethernet 通信の接続手順 

 19 

17 表示をスクロールし、［データ出

力先設定］をタッチします。 

 

18 ［データ出力先設定］画面が表

示されます。 
［リンクデータ出力先設定］を

タッチします。 
 
 
 
［リンクデータ出力先設定］画

面が表示されますので、［通信方

式］をタッチします。 

 
 

 

19 ［通信方式］画面が表示されま

す。 
［PLC リンク(SYSMAC 
CS/CJ/CP/One)］をタッチしま

す。 

 

20 ［リンクデータ出力先設定］画

面が表示されます。 
設定が以下のようになっている

ことを確認します。 
通信方式：PLC リンク

(SYSMAC CS/CJ/CP/One) 
出力データ数上限：256 

 
［エリア設定］をタッチします。 
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21 ［エリア設定］画面が表示され

ますので、以下のように設定さ

れていることを確認します。 
 
［命令エリア］をタッチします。 
・命令エリア 
［エリア種別］：[CIO] 
［アドレス］：「0」 
 
 
 
［応答エリア］をタッチします。 
・応答エリア 
［エリア種別］：[CIO] 
［アドレス］：「100」 
 
 
 
 
 
 
 
［出力エリア］をタッチします。 
・出力エリア 
［エリア種別］：[CIO] 
［アドレス］：「200」 
 
 
［完了］をタッチします。 

 
 

 
 

 

22 ［リンクデータ出力先設定］画

面が表示されますので、［完了］

をタッチします。 
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23 ［データ出力先設定］画面が表

示されます。 
［完了］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［データ出力先設定］画面が表

示されますので、内容を確認し、

[OK]をタッチします。 

 
 

 

24 ［センサ設定］画面が表示され

ます。 
［完了］をタッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［設定保存］画面が表示されま

すので、内容を確認し、［はい］

をタッチします。 
 
データ保存中の画面が表示され

ます。 
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7.2.2. タッチファインダの設定 
タッチファインダの IP アドレスを設定します。 
 

1 ［調整］画面が表示されます。 

［ ］をタッチします。 

 

2 ポップアップメニューが表示さ

れますので、表示をスクロール

し、［タッチファインダ設定］を

タッチします。 

 

3 ［タッチファインダ設定］画面

が表示されます。 
［イーサネット］をタッチしま

す。 

 

4 ［イーサネット］画面が表示さ

れます。 
［IP アドレス］をタッチします。 
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5 ［イーサネット］画面に現在の

IP アドレスが表示されます。 
IP アドレスの第一オクテットを

タッチします。 
 
数字パッドが表示されます。 
数字パッドをタッチして、第一

オクテットの「192」を入力しま

す。 
入力後、[OK]をタッチします。 
 
 
同様の手順で、IP アドレス

「192.168.250.150」をすべて設

定します。 
[OK]をタッチします。 

 
 

 

6 設定が以下のようになっている

ことを確認し、［完了］をタッチ

します。 
IP アドレス：192.168.250.150 
サブネットマスク：

255.255.255.0 
 
 
 
 
［タッチファインダ設定］画面

に戻りますので、［完了］をタッ

チします。 
 
［タッチファインダ設定保存］

画面が表示されますので、内容

を確認し、［はい］をタッチしま

す。 
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7 保存中のメッセージ表示後、［調

整］画面が表示されます。 

 

8 スマートカメラおよびタッチフ

ァインダ、スイッチングハブの

電源を切ります。 

 

 
※「7.2.1.パラメータ設定」の手順 8 で、［センサ自動接続設定］を[ON]にした場合、手順 12 まで

の操作を行い、[OFF]に戻します。 

9 スマートカメラおよびタッチフ

ァインダ、スイッチングハブの

電源を投入します。 

 

10 ［調整］画面が表示されますの

で、手順 1 および手順 2 と同様

に、［ ］をタッチし、［タ

ッチファインダ設定］を選択し

ます。ます。 

 

11 ［タッチファインダ設定］画面

が表示されます。 
「7.2.1.パラメータ設定」の手順

8 の③～⑥と同様の操作を行い

ます。④の操作時は、右図のよ

うに[OFF]を選択します。 

 

12 スマートカメラおよびタッチフ

ァインダ、スイッチングハブの

電源を切ります。 
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7.3. PLC の設定 
PLC の設定を行います。 
 

7.3.1. ハード設定 
Ethernet ユニットのハードスイッチを設定し、ケーブルの接続を行います。 
 

 使用上の注意 

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 PLCの電源がOFF状態であるこ

とを確認します。 
 
※電源が ON の状態の場合、以

降の操作を手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 

 

2 Ethernet ユニット前面のハード

スイッチの位置を、右図をもと

に確認します。 

 
 

3 ユニット番号設定スイッチを[0]
に設定します。 
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4 ノードアドレス設定スイッチを

以下のとおり初期値に設定しま

す。 
・NODE No.x161：0 
・NODE No.x160：1 
 
※IP アドレスを

「192.168.250.1」に設定しま

す。 
 
※デフォルトでは、上位 3 オク

テットは「192.168.250」固定

で、ノードアドレス設定スイ

ッチで設定した値が自 IP アド

レスの第 4 オクテットとなり

ます。 

 

 

 

5 右図のとおり、CPU ユニットに

Ethernet ユニットを接続しま

す。 
Ethernet ユニットをスイッチン

グハブに LAN ケーブルで接続し

ます。 
PLCとパソコンをUSBケーブル

で接続します。 

 

6 PLC、スマートカメラ、タッチ

ファインダおよびスイッチング

ハブの電源を投入します。 

 

  

パソコン CPU ユニット Ethernetユニット 

エンド 

カバー 

LAN 
ケーブル 

USBケーブル 

電源ユニット スイッチングハブ 

LAN 
ケーブル 

PLC 
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7.3.2. CX-Programmer の起動と PLC オンライン接続 
CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接続します。 
CX-One と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 
 

1 CX-Programmer を起動します。 

 

2 CX-Programmer が起動します。 
 
※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

3 メニューバーから、[PLC]－［自

動オンライン接続］－［直接接

続］を選択します。 

 

4 ［直接接続］ダイアログが表示

されますので、［接続形式］の

［USB 接続］を選択します。 
［接続］をクリックします。 
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5 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、［いいえ］

をクリックします。 

 

6 右図のダイアログが表示され、

自動接続が実行されます。 

 

7 オンライン接続状態になったこ

とを確認します。 
 

※「 アイコン」が押された（凹

（へこ）んだ）状態であれば、

オンライン接続状態です。 

 

 

 参考 
PLC とオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してください。 
あるいは、手順 1 に戻って、設定内容を確認して各手順を再実行してください。 
詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の「第 6 章 PLC
との接続」を参照してください。 

 

 参考 
以降の手順で説明している各種ダイアログは CX-Programmer の環境設定によっては表示さ

れない場合があります。 
環境設定の詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の
「3-4 CX-Programmer の環境設定（［ツール］｜［オプション］）」から、 
「■[PLC]タブの設定」を参照してください。 
本資料では、「PLC に影響する操作はすべて確認をする」の項目がチェックされている状態

を前提に説明します。 
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7.3.3. I/O テーブルの作成 
PLC の I/O テーブルを作成します。 
 

1 PLC の動作モードが「運転モー

ド」あるいは「モニタモード」

になっている場合は、以下の①

～③の手順にて「プログラムモ

ード」に変更します。 
 
①CX-Programmer のメニュー

バーから[PLC]－［動作モー

ド］－［プログラム］を選択

します。 
 
②右図のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを

確認し、［はい］をクリックし

ます。 
※ダイアログ表示に関する設定

については前ページの「参考」

を参照してください。 
 
③CX-Programmer のプロジェ

クトワークスペースにある、

PLC 機種右側の表示（右図参

照）が「プログラムモード」

になっていることを確認しま

す。 

 

 

 
 

 
（プロジェクトワークスペース） 

2 CX-Programmer のメニューバ

ーから、[PLC]－［PLC 情報］－

［I/O テーブル・ユニット設定］

を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウが表示されます。 
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3 ［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウのメニューバーから［オプ

ション］－［I/O テーブル作成］

を選択します。 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 

 

 

 

4 ［転送［PLC→パソコン］］ダイ

アログが表示されますので、［I/O
テーブル］と［高機能ユニット

設定データ］にチェックを入れ、

［転送］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
転送が完了すると［転送結果］

ダイアログが表示されます。 
ダイアログ中のメッセージを確

認し、転送に失敗していないこ

とを確認します。 
 
右図のとおり、 
「転送成功：1 ユニット」 
「転送失敗：0 ユニット」 
と表示が出ていれば、I/O テーブ

ルの作成は正常終了していま

す。 
 
[OK]をクリックします。 
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7.3.4. パラメータの設定 
Ethernet ユニットのパラメータを設定します。 
 

1 ［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウの［[0000]CPU ラック］を

ダブルクリックして、ツリーを

開きます。 

 

2 [00[1500]CJ1W-ETN21(ETN21
Mode)]を右クリックし、［高機能

ユニット設定の編集］を選択し

ます。 

 

3 ［パラメータの編集］ダイアロ

グが表示されます。 
［設定］タブを選択します。 

 

4 ［設定］タブの内容が表示され

ますので、以下の設定を行いま

す。 
・IP アドレス：192.168.250.1 
・サブネットマスク 

：255.255.255.0 
・FINS/TCP ポート 

：ユーザ定義 9877  
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5 [FINS/TCP]タブを選択します。 
［FINS/TCP コネクション設定］

の 1 行目を選択し、［編集］をク

リックします。  

6 ［FINS/TCP コネクション設定］

ダイアログが表示されますの

で、以下の設定を行い、[OK]を
クリックします。 
・FINS/TCP サーバ/クライアン

ト：クライアント 
・接続先 IP アドレス 

：192.168.250.2 
・keep-alive：チェックあり 

 

7 手順 6 で設定された内容になっ

ていることを確認します。 
確認後、［転送［パソコン→ユニ

ット］］をクリックします。 

 

8 右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
転送中のメッセージ表示後、右

図のとおり、［転送完了］のメッ

セージが表示されていることを

確認し、［閉じる］をクリックし

ます。 
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9 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、［はい］

をクリックします。 

 

10 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、[OK]を
クリックします。 

 

11 IP アドレスが正しく変更された

ことを確認するために［照合］

をクリックします。 

 

12 右図のとおり、照合結果が一致

していることを確認し、［閉じ

る］をクリックします。 

 

13 ［パラメータの編集］ダイアロ

グの[OK]をクリックします。 
 
［パラメータの編集］ダイアロ

グの終了後、［PLC の I/O テーブ

ル］ウィンドウを終了させます。 
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7.4. Ethernet 通信の確認 
Ethernet の PLC リンクが正しく実行されていることを確認します。 
 

7.4.1. 接続状態の確認 
Ethernet の接続状態を確認し、タッチファインダをスマートカメラの運転画面へ切り替えま

す。 
 

1 Ethernet の PLC リンクが正常に行

われていることを PLC（Ethernet ユ
ニット）の LED で確認します。 
 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
MS：緑点灯 
NS：緑点灯 
COMM：黄点灯 
100M または 10M：黄点灯 

 
 
 
 
 

 

2 スマートカメラの接続状態を確認し

ます。 
 
正常通信時の LED 状態は以下のと

おりです。 
 

ETN：オレンジ色点滅 
BUSY：消灯または緑点灯 
OR：消灯またはオレンジ色点灯 
ERROR：消灯 

 
 

 

 

（スマートカメラ） 

3 タッチファインダを確認します。 
右図のように、［調整］画面が表示さ

れていることを確認します。 
［運転］をタッチします。 
 
 
 
 
※［調整］画面が表示されず、右図

のような［センサと接続中］画面

が表示されている場合、［センサ

リスト］をクリックし、画面の指

示どおりに操作してください。そ

れでも、表示されない場合は、「ス

マートカメラ FQ2-S/CH シリー

ズ ユーザーズマニュアル」

(SDNC-707)の「第 8 章 トラブル

シューティング」を参照してくだ

さい。 
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4 ［運転画面に切り替え］が表示され

ますので、［運転画面に切り替え］を

タッチします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［運転画面に切替］画面が表示され

ますので、［はい］をタッチします。 
 

 
 

 

5 保存中のメッセージ表示後、［運転］

画面が表示されます。 
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7.4.2. データ送受信の確認 
正しいデータが送受信されていることを確認します。 
 

 
ラダーセクションウィンドウまたはウォッチウィンドウで導通／現在値モニタ

中に、誤操作により、PLC メモリが意図せずに変更されると、CPU ユニットの

動作モードにかかわらず、接続された機器が動作する恐れがあります。 
ラダーセクションウィンドウまたはウォッチウィンドウで導通／現在値モニタ

する場合は、十分に安全を確認してから操作を行ってください。 
 

 

1 PLC の動作モードが、［プログラム

モード］であることを確認します。 
 
※プログラムモードでない場合は、

「7.3.3.I/O テーブルの作成と IP
アドレスの設定」の手順 1 を参考

に、プログラムモードにしてくだ

さい。 

 

 

2 メニューバーから、[PLC]－［PLC
情報］－［PLC メモリ］を選択しま

す。 

 

3 ［PLC メモリ］ウィンドウのリスト

から、[CIO]をダブルクリックしま

す。 

 
（PLC メモリウィンドウ） 
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4 メニューバーから［表示］－［表示］

－[HEX]を選択します。 

 

5 メニューバーから［オンライン］－

［モニタ］を選択します。 

 

6 ［メモリエリアのモニタ］ダイアロ

グが表示されます。 
[CIO]にチェックを入れて、［モニタ］

をクリックします。 

 

7 [CIO]ウィンドウの[CIO0002]を選択

し、［現在値設定］をクリックします。 

 

8 ［現在値設定：HEX］ダイアログが

表示されます。 
値に、「1010」を入力し、[OK]をク

リックします。 
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9 [CIO0002]が「1010」に変わったこ

とを確認します。 
同様の手順で、[CIO0003]に「0010」
を設定します。 
 
 CIO0003/CIO0002 
（コマンドコード）：0010/1010 
：計測実行  

 

10 同様の手順で、[CIO0000]に「0001」
を設定します。 
 
 CIO0000.00 
（制御コマンド実行ビット：

EXE）：コマンド実行  

 

11 測定が完了し、タッチファインダに、

[OK]が表示されます。 

 

12 [CIO]ウィンドウの［先頭チャネル］

に、「100」を入力します。 
先頭チャネルが、[CIO0100]に変わ

ったことを確認します。 

 

13 [CIO0102]～[D10105]が以下の値に

なっていることを確認します。 
 CIO0103/CIO0102 
（コマンドコード）：0010/1010 
：手順 9 での設定データ 

 CIO0105/CIO0104 
（レスポンスコード）：

0000/0000：正常終了 
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8. 初期化方法 
 
本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定を手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 
 
 

8.1. PLC の初期化 
PLC の初期化を行うためには、Ethernet ユニットの初期化と CPU ユニットの初期化が必要

になります。初期化前に PLC をプログラムモードにしてください。 
 

8.1.1. Ethernet ユニット 
Ethernet ユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、CX-Programmer のメニューバーか

ら[PLC]－［PLC 情報］－［I/O テーブル・ユニット設定］を選択します。 
［PLC の I/O テーブル］ウィンドウから、Ethernet ユニットを右クリックし、表示されるメ

ニューから［高機能ユニット設定の編集］を選択します。 

 
［パラメータの編集］ダイアログで、［デフォルト設定に戻す］をクリック後、［転送（パソ

コン→ユニット）］をクリックします。 
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8.1.2. CPU ユニット 
CPU ユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、CX-Programmer のメニューバーか

ら[PLC]－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア確認］ダイアログ

で、［初期化を実行する］を選択し、[OK]をクリックします。 

 

 
 

8.2. スマートカメラの初期化 
スマートカメラの初期化方法については、「スマートカメラ FQ2-S/CH シリーズ ユーザーズ

マニュアル」(SDNC-707)の「第 7 章 便利な使い方」の「7-12 システム環境に関する機能」

の「センサ・タッチファインダを初期化する」を参照してください。 
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9. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2012 年 9 月 23 日 初版 
B 2014 年 12 月 25 日 スマートカメラ機種変更および追加 

マニュアル番号誤記およびマニュアル分冊による修正

（SCNB-709→SDNC-707/ SDNC-708） 
スマートカメラおよびタッチファインダのバージョンアップ

による手順および画面の変更 
パソコンの OS を Windows XP から Windows 7 に変更 
構成変更による全面改訂（主な変更箇所：表紙、目次、3 章、

6 章、7 章） 
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